
平 成 1 9 年 度  第 6 回 理 事 会 抄 録  

 
日 時 ： 平 成 1 9 年 1 2 月 1 5 日 （ 土 ） 1 3 ： 0 5 ～ 1 7 ： 3 5  
場 所 ：（ 社 ） 日 本 作 業 療 法 士 協 会 事 務 所  1 0 階 会 議 室  
出 席 ： 杉 原 （ 会 長 ）、 中 村 、 山 根 （ 副 会 長 ）、 冨 岡 、 古 川 、

長 尾 （ 監 事 ）、 岩 瀬 、 太 田 、 香 山 、 楜 澤 、 小 林 （ 正 ）

（ 常 務 理 事 ）、 大 熊 、 大 丸 、 片 岡 、 小 林 （ 毅 ）、 坂 井 、

澤 田 、日 垣 、三 澤 、山 本（ 理 事 ）、石 塚 、土 井 、西 野 、

大 西 （ 部 ・ 委 員 長 ）、 大 瀧 （ 士 会 連 絡 協 議 会 長 ）  
   
Ⅰ 審 議 事 項  
１ ． 平 成 2 0 年 度 予 算 に つ い て （ 石 塚 財 務 部 長 ） 予 算 案

が 未 提 出 の 部 ・ 委 員 会 が あ っ た た め 、 予 算 案 が 作 成 で き

て い な い 。1 月 の 運 営 会 議 で 各 部 長 ・ 委 員 長 と 調 整 の 上 、

2 月 の 理 事 会 で 審 議 す る 。 大 幅 な 変 動 や 疑 問 の あ る 活 動

計 画 ・ 予 算 要 求 に つ い て 担 当 理 事 よ り 説 明 を 受 け 、 意 見

交 換 を 行 っ た 。  → 継 続 審 議  

 

２ ． 平 成 2 0 年 度 主 要 目 標 に つ い て （ 再 答 申 ）（ 土 井 企 画

調 整 委 員 長 ）1 1 月 の 理 事 会 で の 指 摘 事 項 に 基 づ き 修 正 し

た 。 主 題 は 「 保 健 ・ 医 療 ・ 福 祉 領 域 に お け る 専 門 性 の 向

上 と 情 報 の 統 合 ・ 発 信 」 と す る 。 項 目 立 て の 順 序 の 入 れ

替 え が 提 案 さ れ 、 変 更 す る こ と と し た 。 → 承 認  

 

３ ． 生 涯 教 育 制 度 ： 現 職 者 必 修 研 修 テ ー マ の 一 部 変 更 に

つ い て （ 岩 瀬 生 涯 教 育 部 担 当 理 事 ） 臨 床 実 習 に 関 す る 意

見 を い た だ き 、 臨 床 実 習 に 関 す る 教 育 を き ち ん と 行 っ て

い く こ と を 表 明 す る 意 味 を 込 め て テ ー マ を 一 部 変 更 し 、

「 作 業 療 法 士 に お け る 協 業 ・ 後 輩 育 成 」 と し た 。 → 承 認  

 

４ ．「 作 業 療 法 士 総 合 補 償 保 険 制 度 」 の 代 理 店 に つ い て

（ 日 垣 福 利 部 担 当 理 事 ） 現 在 の 代 理 店 に 、 契 約 違 反 に 該

当 す る 事 由 が あ っ た こ と を 踏 ま え 、平 成 2 0 年 7 月 1 日 を

も っ て 代 理 店 契 約 を 終 了 す る 。 今 後 の 代 理 店 に つ い て は

来 年 1 月 中 を 目 途 に 決 定 す る 。 → 承 認  

 

５ ．「 O T 協 会 会 員 管 理 シ ス テ ム モ デ ル 事 業 」終 了 及 び「 平

成 2 0 年 度 の O T 協 会 会 員 管 理 シ ス テ ム 事 業 」 へ の 移 行 に

つ い て （ 小 林 （ 毅 ） 調 査 部 担 当 理 事 ） 平 成 1 8 年 1 2 月 理

事 会 で 平 成 2 0 年 度 よ り 新 シ ス テ ム 事 業 へ 移 行 す る こ と
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が 承 認 さ れ て い る 。 モ デ ル 士 会 で 十 分 に 有 効 活 用 さ れ て

い る と は 言 い 難 い 士 会 も あ る の で 、 新 シ ス テ ム へ の 移 行

は 有 効 活 用 す る た め の 要 件 を 満 た す 士 会 に 限 定 す る 。 そ

れ 以 外 の 士 会 に つ い て は 、 次 年 度 以 降 の 会 員 管 理 シ ス テ

ム 事 業 の 中 で 改 め て 検 討 す る 予 定 で あ る 。 → 承 認  

 

６ ． W F O T ア ジ ア 太 平 洋 地 域 グ ル ー プ （ A P O T R G ） の 要 望 へ

の 対 応 に つ い て （ 事 務 局 長 代 理 ： 宮 井 事 務 長 ） 1 1 月 理 事

会 に 奈 良 W F O T 第 一 代 理 よ り 出 さ れ た A P O T R G 関 連 の 要 望

に つ い て 事 務 局 ・ 調 査 部 で 検 討 し た 。 サ ー バ ー 借 用 に 対

し て は 、 必 要 な 容 量 、 今 後 の 協 会 運 用 と の 関 連 、 W F O T と

の 関 係 等 に つ い て の 意 見 が 出 さ れ た が 、 審 議 の 結 果 、 協

会 H P の 中 に A P O T R G の ペ ー ジ を 設 け る 。 佐 藤 剛 記 念 講 演

基 金 へ の 寄 付 に つ い て は W F O T も し く は A P O T R G で 口 座 を

開 設 し 、 協 会 と し て は 寄 付 金 募 集 の 広 報 に 協 力 す る 。 →

承 認  

 

７ ． 平 成 2 0 年 度 協 会 表 彰 ・ 功 労 表 彰 に つ い て （ 大 西 表

彰 委 員 長 ） 各 士 会 よ り 推 薦 が あ っ た 候 補 者 に つ い て 審 議

し た 結 果 、 協 会 表 彰 8 名 、 功 労 表 彰 1 4 名 を 決 定 。 → 承

認  

 

８ ． 会 員 ・ 賛 助 会 員 の 入 退 会 に つ い て （ 事 務 局 長 代 理 ：

宮 井 事 務 長 ） 死 亡 に よ る 退 会 者 3 名 。 賛 助 会 員 の 入 会 希

望 1 社 。 → 承 認  

 

９ ． そ の 他 １ ） 訪 問 リ ハ 研 修 会 の 共 催 等 に つ い て （ 三 澤

事 業 部 担 当 理 事 ）平 成 1 7・ 1 8 年 度 は 全 国 訪 問 リ ハ 研 究 会

と 日 本 理 学 療 法 士 協 会 の 共 催 で 開 催 し て い た が 、平 成 1 9

年 度 は 日 本 作 業 療 法 士 協 会 ､ 日 本 言 語 聴 覚 士 協 会 を 加 え

た 4 団 体 の 共 催 と す る 。 平 成 2 0 年 3 月 1 5 ・ 1 6 日 に 開 催

予 定 。 今 後 の 進 め 方 、 各 士 会 と の 関 連 等 に つ い て 意 見 が

出 さ れ た 。 → 承 認  

                              

Ⅱ 報 告 事 項  
１ ．「 新 作 業 療 法 5 ヵ 年 戦 略 」（ 案 ） 策 定 の 経 過 報 告 と 意

見 聴 取 に つ い て （ 土 井 企 画 調 整 委 員 長 ） 企 画 調 整 委 員 会

案 を 全 理 事 宛 に メ ー ル 配 信 す る の で 、 1 月 1 0 日 （ 木 ） ま

で に ご 意 見 を い た だ き た い 。  
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２ ． 協 会 役 員 ・ 組 織 等 の 英 語 表 記 に つ い て （ 事 務 局 長 代

理 ： 宮 井 事 務 長 ） 事 務 局 案 を ま と め た の で 、 ご 意 見 が あ

れ ば 1 2 月 中 に 事 務 局 ま で い た だ き た い 。  

 

３ ． 事 務 局 職 員 の 業 務 分 掌 に つ い て （ 事 務 局 長 代 理 ： 宮

井 事 務 長 ） 事 務 局 職 員 の 業 務 分 掌 に つ い て 一 覧 表 に ま と

め た 。  

 

４ ． 国 際 部 研 修 会 報 告 （ 小 林 （ 毅 ） 国 際 部 担 当 理 事 ） 1 2

月 9 日 、 J I C A 地 球 広 場 で 開 催 、 参 加 者 約 4 0 名 。 協 会 の

方 針 を 示 し た 。  

 

５ ． 渉 外 活 動 報 告 １ ） 精 従 懇 第 1 2 2 回 定 例 会 及 び 緊 急 勉

強 会 1 1 月 2 4 日 に 定 例 会 及 び 「 障 害 の あ る 人 の 権 利 に 関

す る 条 約 」 に つ い て 勉 強 会 開 催 。 小 林 （ 正 ）、 楜 澤 理 事 出

席 。 ２ ） そ の 他 … 文 書 報 告 。  

 

６ ． そ の 他 １ ） 都 道 府 県 作 業 療 法 士 会 連 絡 協 議 会 役 員 会

報 告 （ 大 熊 士 会 組 織 担 当 理 事 ） 1 1 月 2 5 日 に 開 催 さ れ 、

合 同 研 修 会 、 実 務 者 研 修 会 、 作 業 療 法 推 進 活 動 、 作 業 療

法 推 進 活 動 モ デ ル 事 業 等 に つ い て 審 議 し た 。  

 

２ ） 平 成 2 1 年 度 介 護 保 険 改 定 に 対 す る 要 望 （ 修 正 案 ）

に つ い て （ 山 本 保 険 部 担 当 理 事 ） 理 事 会 で の 意 見 を 踏 ま

え て 修 正 を 加 え た 。 1 月 中 に 要 望 書 を 作 成 し た い 。  

（ 以 上 ）  

 


